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はじめに

このチャシは、1991年 夏に道指定史跡である

朱 円竪穴住居跡群(通 称朱円千穴)の 踏査中に

発見 した ものである。名称は津軽一統志 に記載

される「うな津村」、松浦武 四郎の再航蝦夷 口誌、

廻浦 日記、知床口誌に記載 され る 「ウナベツコ

タン」 との関連、さらに海別川がかつて はチャ

シ付近でオホーツク海に注いで いた ことな どか

ら命名した。 「ウナベ ッ」[灰 の ・川]の 意味で、

昔、火山の噴火で灰が川を埋めつ くしたか らだ

とい う。

斜里町内では、本チャシを含めてこれ まで8つ

のチャシが確認 されている(図1)。 これ らの

立地 は、平野 部の砂 丘上 に位置す る ウヅナイ、

ガ ッタンコ1・2、 ウナベ ツの各チャシと、半

島部の段丘上 に位置する弁財、ウ トロ、ペ レケ、

文吉湾の各チャシに大別で きる。

立地

知床半島の付け根にあたる斜里平野は、縄文

時代前期の海進以降、現在の汀線付近に海岸砂

丘を形成 した(荒 出他1979)。 また、砂丘の形成

により内湾化した現在の平野部は上流からの堆積

物 と、海進後の海水面の低下によりしだいに陸

化 していった。 この海岸砂丘上には、縄文時代

中期以降の遺跡が多数分布している。各河川は平野

部を流れた後、この海岸砂丘付近を蛇行 しながら

流れ、砂丘列の間隙をぬって海に注いでいる。

海別岳から流れる海別川 もそのひ とつで、現

在は砂丘列の内陸側で奥蘂別川 と合流しオホーッ

ク海に注いでいる。チャシはオホーツク海に面

してはいるものの、かつてはチャシのす ぐ北側

を海別川が流れてお り、現在 も旧河床が古川と

なって残 っている。したがって、チヤシ構築時

には奥蘂別川も朱円竪穴住居跡群のある砂丘西側

で海別川 と合流 し、チャシ付近で海に注いで い

たと思われる。言 い換 えれば、 ウナベ ツチャシ

棄籍
図1斜 里町内のチャシ

文吉湾チャシ

羅臼

は旧海別(奥 蘂別)川 河口の海岸砂丘上に作られ

たチャシであるといえる(図2・3)。 現在の奥

蘂別川の河口部分は1947～48年 に放水路として開

削された ものである。

海別川 と奥蘂別川の合流点付近にはオクシベ ツ

川遺跡(斜 里町教育委員会1980)が あり、その東

側の海岸砂丘上は朱円竪穴住居跡群として現在約

350基 の竪穴住居堆が地表面か ら確認で きる。ウ

ナベ ツチ ャシは この竪穴の集 中す る場所か ら、

東に約800m程 離れた標高10mの 海岸砂丘上にある。

北海道文化財 に指定 されている 「朱円竪穴住居

跡群」の指定範囲の境界か ら、東に約60m外 側

に位置す る。 また、旧ウナベ ツコタ ンはチャシ

から東に約lkmの 位置にあった。

チャシ付近 の砂丘は標高約10m。 この付近の

海岸砂丘全体の南北の幅は約600mで 、チャシか

ら南の内陸側にかけて複雑で起伏に富んだ地形を

形成している。

形態

チャシ付近は、比較的幅の狭い砂丘列が東西
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図2ウ ナベツチャシ位置図
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図31897(明 治30)年 頃の河川流路(陸 地測量部1897)
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にのび、尾根状の地形 を作る。 この尾根を切 る

ようにして、南北に2本 の溝が掘られている(図

4)。 東側の溝は内陸側で西に湾曲 しているが、

斜面のため途中で消えているように見える。 した

がって、地表面からの観察では2本 の溝はつなが

っていない。溝の深 さはいずれ も現地表面から
一番深い部分で約lm 、幅は最大部で約3mを

測る。

溝で囲まれた平坦な部分は、東西約25m、 南

北約15mの 長方形を呈す る。ちょうど溝が無 く

なる部分か ら南 に、緩やかな尾根状の地形がっ

ながっているが、 これがチャシの形態 と関連す

るか否かは不明である。北側は 、オホーツク海

に面 してお り海面 を遠望す ることはで きるが、

海岸線まで約300mあ る。その間に旧海別川の河

床が残 り現在 も古川となっている。チヤシのす

ぐ北側の斜面下 には廃道状態の小径が残されて

いるが、チャシと関連するものか どうかは不明

である。チャシ周辺には竪穴住居肚を想定させる

ような窪みは確認されていない。現在周辺はカシ

ワやヤチダモの林になってお り、地表面にはサ

サが密生 している。

ウナベツコタン

このチャシそのものに関連する記述 は、松浦

武 四郎 な どの記録 には記 されて いない。ただ、

津軽一統志によれば1669年 のシャクシャインの蜂

起に 「うな津村」から50人が参加したとの記録が

見 られる。時代は下るが、19世 紀中頃の ウナベ

ツコタンに関しては再航蝦夷日誌で 「夷人家二軒」、

廻浦 日記で3軒 、知床 口誌で5軒 等の記載がある。

さらに知床日誌で は、クナシ リへの壮年層の強

制移住等による集落の疲弊の様子を詳細に記録し、

アイヌ民族の行 く末を案 じている。 また、1858年

当時のウナベツ川の川幅を7～8問 と記録 して

いる。
一般的に言われているように、チャシの消滅

期を寛政元年のクナ シリ ・メナシアイヌの蜂起

頃 とすると、武四郎がウナベ ツコタンを訪れた

のはそれか ら60年 程後のことである。武 四郎の

記述 によれば、 この時期 にはウナベ ツコタ ン自

体が存亡の危機に瀕 していたといえる。

まとめ

ウナベ ツチャシは旧海別川の河口部、標高約

図4ウ ナベ ツチヤシ実測図

10mの 海岸砂丘上 に構築 されている。弧状の溝

を持 ち、溝で囲 まれ た部分 は長方 形を呈す る。

最 も近いコタンで関連があると思われるウナベツ

コタンまで は約lkmの 距離がある。松浦武四郎

がこの地 を訪れた19世 紀半ばには、 このウナベ

ツコタンは崩壊寸前の状態にあり、すで にチャ

シは機能 していなかった可能性が高い。
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Summary

UnabetsuChashi

R.Murata,1.MatsudaandY.Ogim.

〒009-41ShiretokoMusenmHoncho49Shari-cho,Hokkaido,

Theexistenceof8AinuChashiruinshasbeenconHrmedinthetownofshari.TheUnabetsuChasi

standsatanelevationoflOmabovesealevel,atopasanddunewhichwasatthemouthofthe

formerUnabetsuRiver.Theark-shapedtrencheshaveaflat,rectangularsurface.TheUnabetsu-Kotan,

assumedtohavebeenthenearestkotan,layaboutlkmaway.ItislikelythatwhenTakeshiro

Matsuuravisitedtheareainthemid19thcentury,thisUnabetsu-kotanwasnearthepointof

collapsingandtheChashiwasnotinuse,

写 真1朱 円 千 穴 と ウ ナ ベ ツ チ ヤ シ(東 側 上 空 よ り)
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